
(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】油性燃料に水と界面活性剤を混合してエマルジョン燃料を製造する装置において
、エマルジョン粒子径の均一化と細粒化を達成するエマルジョン燃料製造装置を提供する
。
【解決手段】油性燃料に、界面活性剤及び水を混合する部分と、ＳＰＧ（シラス多孔質カ
ラス）モジュール５を組み合わせた、燃料エマルジョンを製造する装置。粒子の大きさも
ＳＰＧの孔径によって自由に変えることが可能であることと、通過回数を増やす事で、よ
り均一で細粒化したエマルジョン燃料の製造が可能である。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 油 性 燃 料 に 界 面 活 性 剤 及 び 水 を 混 合 す る 部 分 と Ｓ Ｐ Ｇ モ ジ ュ ー ル を 組 み 合 わ せ た エ マ ル
ジ ョ ン 燃 料 を 製 造 す る 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 油 性 燃 料 に 水 と 界 面 活 性 剤 を 混 合 し て エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 製 造 す る 装 置 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 に 関 す る も の に は 、 イ ン パ イ プ ミ キ サ ー 法 や 超 音 波 乳 化 法 を 利
用 し た も の な ど 幾 つ か の 装 置 が 考 案 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 装 置 で は 、 エ マ ル ジ ョ ン の 粒 子 径 が 不 均 一 の た め 、 エ ン ジ ン の 燃 焼 の 安 定 性 に 欠
け た り 、 装 置 が 大 掛 か り に な っ た り し て 実 用 化 が 難 し か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 装 置 が 有 し て い た 問 題 を 解 決 し よ う と す る も の で あ り 、 エ マ ル ジ ョ ン
燃 料 の 実 用 化 を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 目 的 を 達 成 す る 為 に ， Ｓ Ｐ Ｇ （ シ ラ ス 多 孔 質 カ ラ ス ） を 使 用 す る こ と で
、 簡 単 に 粒 子 径 が 均 一 な エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 製 造 で き る 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 Ｓ Ｐ Ｇ は 孔 径 ０ ． ０ ５ ミ ク ロ ン ～ ２ ０ ミ ク ロ ン の 範 囲 で の 製 造 が 容 易 に 可 能 な の
で 、 い ろ い ろ な 油 性 燃 料 に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Ｓ Ｐ Ｇ は 通 過 回 数 を 複 数 に 増 や す 事 で 、 よ り 細 粒 化 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の Ｓ Ｐ Ｇ エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 製 造 装 置 は 、 １ ０ ～ ３ ０ ％ 水 を 加 え た エ マ ル ジ ョ ン 燃
料 を 、 自 動 車 や 船 舶 、 そ の 他 油 性 燃 料 を 使 用 す る エ ン ジ ン に 簡 単 に 供 給 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 水 を 加 え た エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を エ ン ジ ン に 使 用 す る こ と で 、 燃 料 の 節 約 だ け で な
く 、 炭 酸 ガ ス や Ｎ Ｏ Ｘ 及 び 黒 煙 等 の 排 出 量 が 軽 減 す る と い う 効 果 を 発 揮 す る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ， ２ に お い て ７ の タ ン ク で 燃 料 、 水 及 び 界 面 活 性 剤 を 混 合 し て 充 分 攪 拌 し 、 ４ の ポ
ン プ で ５ の Ｓ Ｐ Ｇ モ ジ ュ ー ル に 送 り 、 エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 作 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ は Ｓ Ｐ Ｇ モ ジ ュ ー ル の 詳 細 図 で 、 中 の Ｓ Ｐ Ｇ を 混 合 し た 燃 料 が 通 過 す る だ け で 、 簡
単 に エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 の 製 造 が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 装 置 で は 、 ５ の Ｓ Ｐ Ｇ モ ジ ュ ー ル を ３ セ ッ ト 組 み 入 れ る こ と で 、 エ マ ル ジ ョ ン 粒 子
径 の 均 一 化 と 細 粒 化 が 図 れ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 9日 (2005.12.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 油 性 燃 料 に 水 と 界 面 活 性 剤 を 混 合 し て エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 製 造 す る 装 置 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 に 関 す る も の に は 、 イ ン パ イ プ ミ キ サ ー 法 や 超 音 波 乳 化 法 を 利
用 し た も の な ど 幾 つ か の 装 置 が 考 案 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 装 置 で は 、 エ マ ル ジ ョ ン の 粒 子 径 が 不 均 一 の た め 、 エ ン ジ ン の 燃 焼 の 安 定 性 に 欠
け た り 、 装 置 が 大 掛 か り に な っ た り し て 実 用 化 が 難 し か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 装 置 が 有 し て い た 問 題 を 解 決 し よ う と す る も の で あ り 、 エ マ ル ジ ョ ン
燃 料 の 実 用 化 を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 目 的 を 達 成 す る 為 に ， Ｓ Ｐ Ｇ （ シ ラ ス 多 孔 質 ガ ラ ス ） を 使 用 す る こ と で
、 簡 単 に 粒 子 径 が 均 一 な エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 製 造 で き る 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 Ｓ Ｐ Ｇ は 孔 径 ０ ． ０ ５ ミ ク ロ ン ～ ２ ０ ミ ク ロ ン の 範 囲 で の 製 造 が 容 易 に 可 能 な の
で 、 い ろ い ろ な 油 性 燃 料 に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Ｓ Ｐ Ｇ は 通 過 回 数 を 複 数 に 増 や す 事 で 、 よ り 細 粒 化 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の Ｓ Ｐ Ｇ エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 製 造 装 置 は 、 １ ０ ～ ３ ０ ％ 水 を 加 え た エ マ ル ジ ョ ン 燃
料 を 、 自 動 車 や 船 舶 、 そ の 他 油 性 燃 料 を 使 用 す る エ ン ジ ン に 簡 単 に 供 給 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 水 を 加 え た エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を エ ン ジ ン に 使 用 す る こ と で 、 燃 料 の 節 約 だ け で な
く 、 炭 酸 ガ ス や Ｎ Ｏ Ｘ 及 び 黒 煙 等 の 排 出 量 が 軽 減 す る と い う 効 果 を 発 揮 す る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ， ２ に お い て ７ の タ ン ク で 燃 料 、 水 及 び 界 面 活 性 剤 を 混 合 し て 充 分 攪 拌 し 、 ４ の ポ
ン プ で ５ の Ｓ Ｐ Ｇ モ ジ ュ ー ル に 送 り 、 エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 作 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ は Ｓ Ｐ Ｇ モ ジ ュ ー ル の 詳 細 図 で 、 中 の Ｓ Ｐ Ｇ を 混 合 し た 燃 料 が 通 過 す る だ け で 、 簡
単 に エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 の 製 造 が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 こ の 装 置 で は 、 ５ の Ｓ Ｐ Ｇ モ ジ ュ ー ル を ３ セ ッ ト 組 み 入 れ る こ と で 、 エ マ ル ジ ョ ン 粒 子
径 の 均 一 化 と 細 粒 化 が 図 れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 装 置 の 平 面 図
【 図 ２ 】 装 置 の 左 側 面 図
【 図 ３ 】 制 御 盤 の 正 面 図
【 図 ４ 】 Ｓ Ｐ Ｇ モ ジ ュ ー ル の 縦 断 面 図
【 図 ５ 】 Ｓ Ｐ Ｇ モ ジ ュ ー ル の 横 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
５ 　 　 Ｓ Ｐ Ｇ モ ジ ュ ー ル
７ 　 　 攪 拌 タ ン ク

(5) JP 2007-106975 A 2007.4.26


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment

